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 若手ポスター賞という有難い賞を頂き、また、参加記を書かせていただく機会を得たことは大変光栄に存じ

ます。私の拙い発表にも関わらず、じっくりと発表を最後まで聞いてくださった先生方、皆様、どうもありが

とうございました。 

 11 月 20－22 日の 2 泊３日にて、大阪大学とみのお山荘風の杜で開催された第３回領域会議に参加させてい

ただきました。最終日の朝に少しだけ小雨が降ったものの、それ以外は天候にも恵まれ、また、例年に比べる

と暖かく、秋の爽やかさを感じる３日間でした。２日目の午後には、レクリエーションとして、箕面大滝に行

きました。赤く色づいたもみじと共に、水が勢いよく流れ落ちる様は、荘厳であり、見入ってしまいました。

自然のサルが木に登っている姿も見ることができました。その後、滝道と呼ばれる遊歩道を下ったのですが、

道の周りには、雄大な自然が広がり、台風被害の爪痕には心が痛みつつも、紅葉を存分に楽しめました。揚げ

たてのもみじの天ぷらや、炒り銀杏の食べ歩きもしました。バスで滝の近くまで連れて行っていただき、その

後も、滝道を歩くだけのコースを選択しましたので、私のように運動が苦手な者でも、とても楽しめました。

普段、研究室に籠りがちなのですが、非日常を感じ、リフレッシュすることができました。また、同じ研究室

の方、異なる研究室の方とも語らいながら歩き、親睦を深めることができたのは、とても有意義でした。そし

て、みのお山荘における、大阪の街を一望する絶景、上品で美味しいお食事にも感激しました。 

 さて、会議についてですが、研究計画班員、公募班員の先生方の最先端の研究内容についてのご発表が、全

部で 25 題ありました。質疑応答が途絶えることがないくらいに盛り上がりました。私は、現在、個体動物の

行動と神経活動との連関についての研究を行っており、マクロな視点から物事を捉えがちですが、今回発表さ

れた研究は、シナプス、スパイン、分子といった、よりミクロな視点からのものが多くありました。私が普段

忘れがちな視点の重要さを再認識し、大いに刺激を受けました。そして、大阪大学・大学院生命機能研究科の

月田早智子先生のプレナリートークがありました。重厚な一連の研究を、数理モデルや、創薬への発展の可能

性に至るまでを丁寧にご説明してくださり、大変感銘を受けました。 

 そして、ポスター発表ですが、全部で 45 題もの発表がありました。多くのポスターは畳の上での発表であ

り、私も正座をしながらの発表という初めての経験をしました。私が今回、発表させていただいたのは、４年

半ほど前に当研究室に異動してきてから一貫して行ってきた研究になります。現在所属している研究室では行

われていなかったタイプの研究であり、実験機械のセットアップなど試行錯誤を重ねて研究を進めて参りまし

た。要所要所で、吉村由美子先生の的確なアドバイスを頂戴しながら研究を行ったことで、我ながら、なかな

か面白い研究成果を出せたと思っております。今回の発表で、とてもうれしかったことは、昨年の次世代脳プ

ロジェクトの新学術領域合同若手シンポジウムにてポスター発表した内容を覚えてくださっていて、追加した

データを見て、わかりやすくなったという意見を述べてくださった先生がいらっしゃったり、かなり具体的に

こういう実験をした方がいいと真剣に助言をしてくださった先生がいらっしゃったりしたことです。また、研

究分野が違うと、なかなかポスター発表を聞きに行くのも躊躇されるものですが、私が発表するのを二回も連

続して聞いてくださった先生もいらっしゃいました。この姿勢を見習いたいと思いました。私の今回の発表内

容は、まだ論文にできていませんので、今回得られた助言を参考に論文を頑張って仕上げていこうと思います。 

 今回の領域会議は、大阪大学・大学院生命機能研究科の山本亘彦先生と、私の所属する生理学研究所・視覚

情報処理研究部門の吉村由美子先生が幹事として取りまとめてくださりました。また、当研究室でも会場係は

手伝わせていただきましたが、山本研究室の皆様が多くの仕事を担ってくださり、どうもありがとうございま

した。  

 このような素晴らしい会議に参加させていただきましたことを、領域代表の東京大学・大学院理学系研究科

の榎本和生先生を始めとする領域の先生方・皆様に心より感謝いたします。 


